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①要約： 

Google のベビーモニタリングは、赤ちゃんの監視を目的として開発された製品であり、子

供が赤ちゃんの泣き声や特定の動きをしなくても、不快な状態にある時に検知し、通知する

ことができます。製品は Web カメラと AI が組み合わされ、クラウドを介して映像と音声

を両親のスマートフォンに送信し、動画解析と音量判断を行って監視します。通知機能や予

測機能も備えており、静かでも苦しい場合などを判断し、両親にアラートを送信します。 

 

②目的： 

この発明の目的は、赤ちゃんの監視をより効果的かつ正確に行うことで、親が不在の間でも

赤ちゃんの状態を把握し、必要な時にはすぐに対応できるようにすることです。音声や動き

だけでなく、赤ちゃんの目の状態やどんな動きによって不快な状態にあるかも検出し、親に

通知することで、赤ちゃんの安全と快適さを確保することを目指しています。 

 

③新規性： 

この発明の新規性は、赤ちゃんの監視において音声だけでなくビデオ解析と AI を活用し、

赤ちゃんが不快な状態にある場合でも検知できる点にあります。従来のモニタリングシス

テムに比べ、より繊細な状態の検出が可能であり、親により正確な通知が届くことで、のん

びりしているように見えても実は苦しんでいる赤ちゃんに対する早期対応が可能となって

います。 

 

④独自性： 

この発明の独自性は、Google の AI 技術やクラウドを活用している点にあります。情報処理

能力やデータの解析において Google の独自の技術力を生かし、高度な判断や予測を行って

います。また、音量だけでなく、赤ちゃんの動きや目の状態を同時に検出し、状態を分類し

通知する機能も独自に開発されています。 

 

⑤経済価値： 

このベビーモニタリングは、赤ちゃんの監視のニーズに応える製品であり、赤ちゃんの安全

と親の安心を提供することによって経済価値を持っています。商品として販売されており、

ユーザーへの付加価値として、より正確な監視や通知機能、予測機能を提供しています。ま

た、両親が外出時にもリアルタイムに赤ちゃんの状態を把握できることから、忙しい現代の

子育て世帯にとって便利なツールとしても経済的な価値を持っています。 

  


